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（公財）東京市町村自治調査会は、東京都全市町村の総意によって設立され、
多摩・島しょ地域における広域的課題や共通課題の調査研究、情報提供、多摩地域の
広域的市民ネットワーク活動に対する支援などを行っています。
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とっておき特産物

平成２５年度　自治調査会の主な事業

　自治調査会は、多摩・島しょ地域の市町村の広域的・共通課題の調査研究、市町村共同事業の実施・助成などを
行うとともに市民交流の推進を図り、市町村の振興に寄与する事業を次のとおり実施します。

１. 調査研究事業

２. 実態調査事業

・ 姉妹都市・友好都市交流の新たな可能性に関する調査研究
・ 空き家対策と活用に関する調査研究
・ 職員の採用と育成手法に関する調査
・ 市町村における公文書管理方法に関する調査
・ 自治体クラウドを活用した市町村の広域連携に関する調査
・ かゆいところに手が届く！多摩・島しょ自治体お役立ち情報
※調査研究内容の概要は、本紙№295(2013年3月1日発行)をご覧ください。詳細については、今後本紙上で
　お知らせします。

・ 多摩地域ごみ実態調査(毎年度実施)
　　多摩地域の自治体の清掃事業及びリサイクル事業に関する情報を調査し、基礎的かつ横断的な統計データを
　作成します。
・ 多摩地域データブック(毎年度実施)
　　今後のまちづくりや政策形成の基礎資料として、「人口・土地」、「産業」、「都市基盤」など主要分野の統計データ
　を作成します。
・ 市町村税政参考資料・市町村財政力分析指標(毎年度実施)
　　財政力指数、経常収支比率、公債費比率などの分析指標及び市町村民税などの調定収入状況などのデータを
　作成します。
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４. 普及啓発事業

６. 共催等事業の実施

　機関紙、ホームページなどを活用して自治調査会の活動内容を周知するとともに、多摩・島しょ地域に関する情報を
発信します。
　また、調査研究の成果などを市町村職員及び一般市民に広く周知するために、シンポジウムを開催するとともに、
平成24年度に実施した調査研究について、多摩・島しょ地域の市町村に出向いて職員向けに調査結果のプレゼン
テーションを行う出張フォーラムを実施します。

５. 広域的な市民活動支援

(１) 活動と交流の場の提供

　会議室、市民交流室などの設備を持つ多摩交流センターを設置し、広域的に市民活動を行っている団体の活動の
場として、会議室及び機器類などを提供します。

(２) 広域的な市民ネットワーク活動の支援

　① 事業助成
　　 市町村の枠を越えた広域的市民ネットワーク活動として、地域づくり、まちづくりとなる事業や、西多摩地域振興
　事業など、市民団体が主体的に取り組んでいる実践・普及啓発活動などの事業経費の一部を助成します。
　② 活動支援
　　 広域的な市民ネットワーク活動を新たに行いたい、発展させたい市民団体に事業経費の一部を助成します。
　相談は随時受け付けます。

(３) 情報の収集と発信

　① 機関紙『多摩のかけはし』の発行
　　 多摩交流センターの事業内容、市民団体の活動状況などをお知らせします。
　② 情報の収集と提供・発信
　　 多摩地域に関する各種の情報収集に努め、市民及び市民団体に資料室、ホームページなどで情報提供、情報
　　 発信します。
　③ ＴＡＭＡらいふ21の記録の公開
　　 ＴＡＭＡらいふ21の記録などを市民に公開します。

　多摩の歴史講座、ＴＡＭＡ市民塾、多摩発・遠隔生涯学習講座などを実施します。

３. 共同事業

(１) 39市町村共同助成事業

　東京都市長会・東京都町村会と連携し、「多摩・島しょ広域連携活動助成事業」と「多摩・島しょスポーツ振興助成
事業」を実施します。詳細については、4～5ページをご覧ください。

(２) オール東京62市区町村共同事業  みどり東京・温暖化防止プロジェクト

　特別区長会・東京都市長会・東京都町村会・（公財）特別区協議会と共同で、都内62市区町村が、東京のみどりの保全
や温室効果ガス削減への取り組みにおいて連携し、市区町村や地域の特性に応じた自然環境保護、温暖化防止対策
の推進を図ります。
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　「かれん」と「シーナ」は、平成21年度に小学生の環境教育用に制作した環境アニメーション「かれんと不思議の森」
に登場するキャラクターです。「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」では、「かれん」と「シーナ」をイメージキャラ
クターとしています。

平成２５年度事業の概要

　オール東京６２市区町村共同事業「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」は、「地球温暖化防止特別区共同事業」
と「市町村共同事業 みどり東京プロジェクト」を一体化し、東京の自然環境の保護、地球温暖化の防止を目的に、
平成19年度にスタートした事業です。
　平成25年度は７年目を迎え、平成24年度に実施した事業をもとに、国の環境施策の動向を踏まえながら、より
効果的な次の事業を実施します。

ＣＯ2削減につながる活動の普及・省エネルギーの促進・温室効果ガス排出抑制

共同事業普及・啓発

温室効果ガス標準算定手法の
共有化推進

みどりの保全と地球温暖化防止対策を推進するための連携体制構築

各団体の実施する事業との連携 ○62市区町村の実施する環境イベントなどと連携した取り組みを行います。
○62市区町村の実施事業に、１市区町村150万円を限度として助成します。

エコプロダクツ2013への出展

再生可能エネルギーとスマート
コミュニティ研究

人々が環境を考え、行動できる場の設定

ホームページの維持管理・
コンテンツの充実

体験型一般公開講座

みどり東京・温暖化防止プロジェクトホームページ
「ＥＣＯネット東京６２」http://all62.jp/

「かれん」 「シーナ」

○基礎自治体におけるスマートコミュニティの可能性について実践的な研究を
　進めるとともに、各自治体の再生可能エネルギーの導入方策とモデルごとの
　ガイドラインについて検討し、各自治体の施策化・事業化を支援します。

○オール東京６２市区町村共同事業及び市区町村の実施している環境施策
　を、日本最大級の環境展示会「エコプロダクツ」に出展します。

○62市区町村の温室効果ガスの排出量を継続して算定し、その結果を公表
　します。

○みどりの保全や地球温暖化防止に向けた意識向上や実践行動につなげる
　ための普及・啓発として、啓発物品の作成、配布などを行います。

○ＨＰ「ＥＣＯネット東京６２」を適宜更新し、「エコニュース」「エコアカデミー」
　等のコンテンツを充実して、みどり東京・温暖化防止プロジェクトの普及・啓発
　に努めます。（ホームページ→ http://all62.jp/ ）

○東京の自然を森林セラピーなどで体験・再発見し、また、「エネルギー」について
　のポイントを学ぶことなどを通じて、都民の地球温暖化防止や自然保護に対する
　意識を養い、さらには都民の交流を通して環境に配慮した生活や行動を促して
　いきます。

みどり東京 検索

オール東京６２市区町村共同事業「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」
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平成２５年度 ３９市町村共同事業助成事業平成２５年度 ３９市町村共同事業助成事業

３カ年

区　分 連携組織の規模 助成率 助成上限額 助成年限

制限なし

上記以外

　市町村の数が８以上又は市町村
の人口の合計が60万人以上

　市町村の数が５以上８未満又は
市町村の人口の合計が30万人
以上60万人未満

子ども体験塾

年間
1,200万円

年間
800万円

年間
500万円

年間
500万円

助成対象経費の
8／10

一般連携活動 一　律 助成対象経費の
10／10

　東京都市長会、東京都町村会及び自治調査会では、市町村共同事業を推進しています。平成25年度は、「多
摩・島しょ広域連携活動助成事業」と「多摩・島しょスポーツ振興事業助成事業」を実施します。

「多摩・島しょ広域連携活動助成事業」

経　　　　緯

目　　　　的

助成対象者

助成対象事業

助成金額

事 業 費

市長会の政策提言を受け創設した「多摩・島しょ広域連携活動助成事業」（平成19年度から）及
び「多摩・島しょ子ども体験塾助成事業」（平成18年度から）の２事業について、平成21年度に
行った事業検証に基づき統合・再構築し、平成22年度から実施している事業です。
平成24年度で再構築から３年が経過することから再度事業検証を行い、より有効な事業となる
よう一部制度を改正の上、事業継続することとしました。特に、子ども体験塾については、助成率
をこれまでの10分の10から10分の８とする替わりに、これまで３カ年としていた助成年限を廃
止し、特定の３年間に限定しない幅広い年代の子どもに大規模な感動体験を提供できるよう
になりました。

多摩・島しょ地域の市町村が立ち上げる新たな連携活動の支援、既存の連携活動の活性化、市町
村職員の交流及び人材育成、ひいては多摩・島しょの魅力を高めること。

複数の多摩・島しょ地域の市町村で構成する連携組織

連携組織内の市町村が自ら企画・立案し、独自性が表れたもの、かつ連携組織が主体的に実施
する子ども体験塾及び一般連携活動

下表のとおり

平成25年度：1億6,911万円
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○東京都などからの連絡事項について

・日本赤十字社東京都支部から、「平成25年度赤十字活
動資金のお願い」として、国内外における災害時の円滑
な医療救護活動などが行えるよう、各市に対し活動資金
募集への協力依頼がありました。
・「『2020年の東京』へのアクションプログラム2013」に
ついて、東京都知事本局から説明がありました。「2020
年の東京」（平成23年12月策定）で描いた都市像の実現
に向けて、真に実効性のある取り組みを重点的に推進す
るアクションプランとして策定されました。計画期間を
平成25年度から平成27年度と定め、22施策、363事業
を展開していきます。

○東京都市長会の年間事業計画及び予算などについて

　「平成25年度東京都市長会事業計画（案）」、「平成25
年度東京都市長会一般会計歳入歳出予算（案）」及び
「平成25年度東京都市長会・主要行事日程（案）」に
ついて、審議し承認されました。

○東京都市長会役員改選について

　次期役員を選考する「役員選考委員会」を設けて協議
し、その選考結果について、選考委員会・座長より報告が
ありました。この報告に基づき審議した結果、次期役員
には、会長に竹内・青梅市長、副会長に並木・羽村市長、
長友・調布市長、清水・立川市長、監事に星野・国分寺
市長、清原・三鷹市長と、決定しました。
　任期は、本年5月1日から平成27年4月30日までの
2年間となります。

○平成24年度東京都市長会政策提言について

　平成24年度の政策提言「地方自治体における退職職
員の人材活用について」を決定しました。これは、被災地
支援や被災時の応急措置及び復旧復興などのために、
任期付職員制度の活用と退職職員人材データバンクの
構築などについて、提言しています。

　平成25年2月25日（月）に、市長会議が開催されました。主な内容は、下記のとおりです。

市長会から

「多摩・島しょスポーツ振興事業助成事業」

経　　　緯

目　　　的

助成対象事業

助成金額

事 業 費

平成23年２月の市長会政策提言「多摩のスポーツ振興をめざして ―子どもの体力向上からアス
リート誕生への期待 そしてより活力のあるまちへ―」を受け、創設しました。

スポーツの振興に資する事業を支援することにより、子どもの体力・運動能力の向上や住民の
健康増進及びスポーツ人口の拡大を図り、ひいては多摩・島しょ地域のまちの活性化及び魅力を
高めること。

（１）継続的な子どもの体力・運動能力向上に資する事業
（２）子どもの競技力の向上に資する事業
（３）スポーツを通じた地域活性化などに資する事業

助成対象経費の10分の10、一市町村につき年間200万円以内

平成25年度：4,641万円

 ※  平成26年度までの３カ年の事業です。
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「市町村税政参考資料（平成１４年度から平成２３年度まで）」及び
「市町村財政力分析指標（平成１４年度から平成２３年度まで）」を発行

　「市町村税政参考資料（平成14年度から平成23年度まで）」及び「市町村財政力分析指標（平成14年度から
平成23年度まで）」を発行しました。
　市町村における税政や財政の分析の際の参考として活用していただければ幸いです。

「市町村税政参考資料（平成１４年度から平成２３年度まで）」

　この資料は、自主財源の根幹をなす地方税の状況の比較により、各市町村の財政運営における自立性・安定性を
判断するひとつの素材として活用していただけるよう毎年度作成しています。
　過去10年間（平成14年度から平成23年度まで）の多摩・島しょ地域の市町村における歳入状況について、調定
済額・収入済額・歩合・構成比、前年度と比較した増減率をまとめています。

【掲載内容の一例】

「市町村税政参考資料（平成１４年度から平成２３年度まで）」及び
「市町村財政力分析指標（平成１４年度から平成２３年度まで）」を発行

0.744

0.338 0.336 0.32 0.295
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財政力指数

市町村財政力分析指標（平成１４年度から平成２３年度まで）

(1)財政力指数　　(2)実質収支比率　(3)公債費負担比率　(4)経常収支比率　

(5)健全化判断比率（①実質赤字比率　②連結実質赤字比率　③実質公債費比率　

④将来負担比率）　(6)人件費比率　　(7)積立割合（財政調整基金）　(8)義務的経費比率　

(9)投資的経費比率　(10)自主財源比率　(11)住民一人当たり個人住民税額

掲載指標

　一例として、地方公共団体の財政力を示す財政力指数の10年間の推移をみると、平成14年度以降上昇傾向に
ありましたが、島しょ部では平成18年度から、市部では平成21年度から、郡部では平成22年度から減少に転じて
います。
　財政力指数が１を超える場合、当該地方公共団体は地方交付税の不交付団体となります。平成23年度の地方
交付税の不交付団体数は、6団体(6市）となっています。

　この資料は、市町村における財政運営及びその健全化を図るための比較検討の素材として発行しているものです。
各指標の平成14年度からの推移が分かるように、市町村を３分類（市部、郡部、島しょ部）したグラフを掲載して
います。

市部

郡部

島しょ部

財政力指数（過去３年間平均）

0.990 1.008 1.036
1.059 1.094 1.094 1.102 1.096

1.055
1.009

0.673
0.74744

0.766
0.814 0.814

0.839 0.839
0.804 0.756

0.33338 0.345 0.341 0.341
0.33336 0.32 0.29295 0.279

0.200

0.400

0.600

0.800

1.000

1.200

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23
年度

0.707

0.305 0.318 0.295
0.338 0.336 0.32

0.744

（注）上記グラフの「郡部」とは、瑞穂町、日の出町、檜原村、奥多摩町。
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２月３日（日）清瀬けやきホールで盛大に実施しました

　東京都内の全６２市区町村が共同で取り組む「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」の一環として、「町内会、
企業、学校、自治体等が取り組む地球環境保全活動」と「東京の持つ地域性、文化性を融合して”アート”で表現した
作品」を対象に、「環境活動」と「クリエイティブ（アート作品・ミュージック作品）」の２部門のコンテスト事業
『TOKYO EARTH WORKERS collection 2013 ～みんなで環境を考える共同行動～』を、平成25年２月３日（日）に
清瀬けやきホールで開催しました。
　環境活動コンテストは、応募25団体の中から事前選考を通過した９団体がプレゼンテーションを行い、審査を経て
受賞団体を決定し表彰しました。また、クリエイティブコンテストでは、アート作品44点、ミュージック作品150点の応募
作品の中から、事前選考で決定した受賞作品を発表し表彰しました。
これらの結果をお知らせします。
　なお、イベントの詳細や各コンテストの優秀賞は、
ホームページ（http://all62.jp/earthworkers/）を
ご覧ください。

受賞者発表！

環 境 活 動 コ ン テ ス ト

オール東京６２市区町村共同事業「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」

～みんなで環境を考える共同行動～

活動名 ： 山中小学校「おやこエコクラブ」
受賞者 ： 品川区立山中小学校ＰＴＡ

　校庭と屋上菜園を中心に親子が野菜の収穫体験をはじめとする四季折々
の自然体験イベントに参加する他、食育などにも取り組む。地域の大人も参加
し、世代間交流も深めています。

グランプリグランプリ

　耕作放棄地や隣接する空き家などを借り受け、学校に行かない子どもや障
害を持つ人たちとともに食事を作り、食べ、遊び、農作業で汗を流す「居場所」
づくりを目指して活動しています。

活動名 ： コミュニティガーデン
受賞者 ： 国立市・野の暮らし

特  別  賞特  別  賞

　あきる野市の里山で、小中学生を中心に体験プログラムを実施。体験を通
じて、子どもたちが先人の生活の知恵を知り、身近な自然に気づき、大切にす
る心を育てることを目的としました。

活動名 ： 自然の学校
受賞者 ： 特定非営利活動法人 ふるさとの森づくりセンター

準グランプリ準グランプリ

▲会場の様子▲集合写真 ▲環境活動のプレゼンテーション
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　過度な明かりであふれる東京の街。スイッチのOnとOffを目を開ける、閉じる
行為で表現しました。東日本大震災の時に電気の大切さを痛感したことが
作品につながっています。節電のために、いらない明かりをOffしませんか？

　人は自然を生かし守る立場であると同時に、自然やあらゆるものに守られ
ているという意識を持って環境を考えていきたい、そんな想いを込めました。

　「自然豊かな日本」をテーマ
に作った作品ですが、世界、
地球、宇宙とテーマが大きく
なりました。この歌が皆さん
の心に水のように染みこん
でほしいと願いながら歌い
ました。

　植物や動物の心になって、
この歌を書きました。みんな
の意識が変わることで、環境
も変わっていく。僕は、音楽
の力を借りて、そんなメッ
セージを伝えたいと思って
います。

ク リ エ イ テ ィ ブ コ ン テ ス ト

作品名 ： 水の地球（ほし）
受賞者 ： ｓｈａｂ◎ｎ
　　　　（シャボン）さん

作品名 ： 砂の城
受賞者 ： 前田　亮
　　　　（マエダ リョウ）さん

作品名 ： 守り守られるもの
受賞者 ： タニダアヤさん

作品名 ： Ｏｆｆ/Ｏｎ
受賞者 ： Ｓｕｕ（スー）さん

　オープニングトーク
では、「ナショナルジオ
グラフィック日本版」編
集長の大塚茂雄さんが、
写真を通じて地球環境
の危機を訴えました。

　アイドルユニット「アイ
ドリング!!!」も、ライブで
イベントを盛り上げま
した。

　本事業の周知とアースワーカーの交流を兼ねた、
InterFM「ＧＲＥＥＮ ＳＴＡＴＩＯＮ」特別公開録音
を、平成24年9月10日（月）に東京スカイツリータウン
スタジオで実施しました。
　司会者の井手迫義和さんのゲストアシスタントとし
て、アイドリング!!!から３名が参加し、東京スカイツ
リーのある墨田区の環境担当者、昨年度・一昨年度の
受賞団体を中心とした５組の方々にアースワーカーと
しての活動を聞きました。

グランプリグランプリ

グランプリグランプリ

準グランプリ準グランプリ

準グランプリ準グランプリ

ミュージック作品

アート作品
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「TOKYO EARTH WORKERS collection 2013
特別公開録音」を実施

サブイベント
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　平成25年2月25日（月）に、平成24年度第4回理事会及び第2回評議員会を東京自治会館で開催しました。その
主な内容を紹介します。

　「市町村の行財政等に関する調査研究」や「市町村共同事業の実施及び支援」、「広域的市民活動への支援(多摩交流
センター事業)」などの事業計画が承認･決定されました。主な事業は下記のとおりです。

　平成25度予算は、損益計算ベースでの作成となっています。前年度に比べ、約51％減となりました。これは、市町村
共同事業の事業実施体制の見直しを行ったことなどによるものです。本議案は原案のとおり承認・決定されました。

　公益財団法人の資金運用方法を定めた規則及び給与規則の改正などを提案し、それぞれ原案のとおり承認・決定
されました。

事　業

公益財団法人東京市町村自治調査会　理事会･評議員会報告

１．平成２５度事業計画

２．平成２５年度収支予算

３．諸規則の制定及び改正

118,128
39,299
89,394
11,948

0

465,498
37,005
95,077
11,996
1,000

△　347,370
2,294
5,683
48

△　1,000

365,318 715,150 △　349,832経常費用計

市町村共同事業支出
普及啓発事業費支出
広域的市民活動支援事業支出
管理費支出
その他

経
常
費
用

経
常
収
益

振興協会等助成金
基本財産運用収入
特定資産運用収入等
その他(繰越金等)

経常収益計

調査研究費支出

303,800
4,400
40,768
16,350

664,199
5,400
43,779
1,772

365,318 715,150 △　349,832

106,549 104,574 1,975

△　360,399
1,000

△　2,911
△　364,410

増　減前年度予算額科      目

姉妹都市・友好都市交流の新たな可能性に関する調査研究

空き家対策と活用に関する調査研究

職員の採用と育成手法に関する調査

市町村における公文書管理方法に関する調査

自治体クラウドを活用した市町村の広域連携に関する調査　ほか

多摩・島しょスポーツ振興事業助成事業　など

オール東京62市区町村共同事業「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」

機関紙『What’s New？』の発行、フォーラム･シンポジウムの開催　ほか

交流の場の提供事業、助成等事業、共催等事業、情報発信事業

市町村共同事業

市町村の行財政等に関する調査研究

自治に関する普及啓発事業

多摩交流センター事業

主な内容

公益財団法人東京市町村自治調査会　理事会･評議員会報告

（単位：千円）
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編集後記

　春は出会いと別れの季節です。多摩・島しょ地域
の市町村職員、東京都職員、東京市町村総合事務
組合の職員で構成される自治調査会でも職員の
異動がありました。2年間一緒に働いた上司や先輩
方とお別れし寂しい気持ちもありますが、新たな
職員の方を迎える楽しみな気持ちもあります。
　自治調査会のように、さまざまな母体から職員
が集まり一つの組織で仕事をするうえで大切な
ことはコミュニケーションだと考えます。これまで
働いてきた環境が違うからこそ、日々の仕事の
なかで活発なコミュニケーションをとり、お互い
を知る。そのことが円滑な仕事の遂行にもつながる
のではと思っています。
　職員の異動が多いこの時期だからこそ、積極的
に職場内や組織内でコミュニケーションをとり、
一緒に働く仲間同士が協力して風通しのよい職場
環境を作りたいものです。（E.Y）

　３月になって暖かい日が多く、例年より桜の開花
が早まり、本号がお手元に届くころには、見頃を過
ぎてしまっていることと思います。
　今年の冬は、積雪が最高記録を更新した地域が
あるほど寒い冬でしたが、季節は確実に進んで
おり、４月ともなれば花々が一斉に開花を迎えて
います。
　一方で、４月は、人が動く季節でもあり、本号を
初めて手に取っている各市町村に入所した新人
職員も大勢いるのではないでしょうか。それぞれ
の地域住民のために、希望に燃えてこれから仕事
に取り組んでいくことと思います。当会では、市町村
職員の身近な存在となるよう様々な事業を行って
いますので、新入職員のみなさんも、今後の業務
の中で「東京市町村自治調査会」を様々な場面で
利用していただければと思います。（Y・K）
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　　「What’s New？」のリニューアルに伴い、表紙の写真を募集します。

　　詳しくは、東京市町村自治調査会ホームページ(http://www.tama-100.or.jp)をご覧ください。

「What’s New？」のリニューアルについて

　　平成２５年１０月号から、「What’s New？」をリニューアルします。

　　名称を『かけはし(仮称)』と改称・統合し、市町村職員のみならず、広く住民の方にも読んでいただけるよう、当財団の活動

内容だけでなく、多摩・島しょ地域に関する情報・話題も盛り込んでいく予定です。

　　また、新たな情報紙の発行も予定していますので、ご期待ください。

「表紙写真の募集」

～お知らせ～
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発　　       行
責    任   者
〒１８３-００５２
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
ホームページ

（公財）東京市町村自治調査会
桑原正志
東京都府中市新町２-７７-１
東京自治会館４F
TEL ０４２（３８２）００６８
http://www.tama-100.or.jp/

とっておき特産物とっておき特産物
第２３回 東大和市第２３回 東大和市

記事、写真提供：東大和市産業振興課
☎０４２-５６３-２１１１（代表）

東京紅茶

　東大和市では特産品として狭山茶を製産
していますが、日本人の嗜好の変化ととも
に、13年ほど前より同じ緑茶の茶葉より
和紅茶製造の取り組みが始まりました。
緑茶由来の優しい味と、そのままでもほの
かに甘みがあり、日本人好みの仕上がり
で、和菓子や普段の食事にも合わせやすい
のも特徴のひとつです。
　東大和市産の緑茶葉を狭山茶の職人が
仕立てた和紅茶は『東京紅茶』ブランドとして
東京の新しいお土産として注目を集めて
います。

※「What’s New?」のバックナンバーは、ホームページでご覧いただけます。

　東大和市商工会において開発している
東大和市の新たな特産品です。郷土食「う
どん」と名産品「狭山茶」のご当地コラボ
レーションにより開発され、口に広がるほの
かなお茶の香りが楽しめる逸品（干しうどん）
です。
　平成25年度に正式販売を行ないます
ので、ぜひお試しください。

ひがしやまとうどん（緑茶）

東京紅茶の誕生秘話
　東京で狭山茶を製造している生産者と紅茶好きの友人とのひょんな雑談の中から、紅茶を作ってくれないか
と相談され、興味本位から東京紅茶が誕生しました。2001年に紅茶製造を始め、2012年には東京紅茶の製造
先駆者として商標を登録、東京の新しいお土産として注目されています。


